
「(仮称)宇都宮ブランド推進ビジョン」（素案）に関するパブリックコメントについて 

 

１ パブリックコメントの実施状況 

⑴ 意見の募集期間    令和５年１２月２７日（水）～令和６年１月２４日（水） 

 

⑵ 意見の応募者数    ５名 

意見数    １２件 

 

⑶ 提出方法の内訳 

 郵送 
ファクシミ

リ 
Ｅメール 持参 計 

人数 ０ １ ４ ０ ５ 

 

２ 意見の処理状況 

区分 処理区分 件数 

Ａ 意見の趣旨等を反映し，ビジョンに盛り込むもの １件 

Ｂ 意見の趣旨等は，ビジョンに盛り込み済みと考えるもの ４件 

Ｃ ビジョンの参考とするもの ０件 

Ｄ ビジョンに盛り込まないもの ０件 

Ｅ その他，要望・意見等 ７件 

計 １２件 

 

№ 区分 意見の概要 意見に対する市の考え方 

１ Ａ 

国においては，２０３０年まで

に外国人来訪客数が６，０００万

人，消費額１５兆円を目標に掲げ

ており，今後，日本の主要都市だ

けでは，受け皿が足りなくなるこ

とが想定される。 

こうした状況を見据え，交流人

口・関係人口の拡大に向け，外国

人観光客を視野に入れるととも

に，栃木県の玄関口としての優位

性を生かし，本県のハブとしての

機能強化やプロモーションの強

化，また，世界から選ばれるため

にも脱炭素社会の実現を目指す

必要があると考える。 

ポストコロナにおける観光需

要の急回復に加え，ライトライン

の供用や国際的なスポーツイベ

ントなど，国内外から多くの方が

本市に訪れている中，今後のブラ

ンド戦略におきましては，本市の

魅力を高め，国内外に発信するこ

とと併せて，御意見のとおり，県

都として圏域全体のブランド力

向上につながる好循環を生み続

けていく取組が，これまで以上に

求められます。 

こうしたことから，御意見を踏

まえ，本ビジョン(１７ページ)

「宇都宮ブランドの範囲」に，改

めて「インバウンド」を明記し，

本ビジョンに基づき，２０２４年



のパリ五輪予選をはじめ，本市・

本県に国内外から多くの方が訪

れる機を捉え，県や周辺市町，関

期間と連携しながら，国内外に本

市・本県の魅力を効果的に発信し

てまいります。 

２ Ｂ 

 国内外からの観光客などが急

増し，市内での宿泊者数も増加し

ていることを踏まえ，ホテルと各

企業が連携し，宇都宮の魅力を体

験できるプランを設定すること

で，周遊時間が増えるほか，新た

な魅力の発見につながるのでは

ないか。  

ポストコロナにおける観光需

要の急回復に加え，ライトライン

の供用や国際的なスポーツイベ

ントなど，国内外から多くの方が

本市に訪れている中，今後のブラ

ンド戦略におきましては，御意見

のとおり，こうした方々に来訪目

的以外にも本市の魅力を知り，体

験していただき，ＳＮＳ等の情報

発信やリピーター獲得につなげ

ていく取組がこれまで以上に求

められます。 

こうしたことから，本ビジョン

におきましては，社会環境の変化

に伴う人の行動変容や本市への

関心が高まるイベントなど，「時

流・時機を捉えた戦略的な取組の

展開」を基本的な方向性の一つに

位置付けているところであり，観

光や宿泊などの民間事業者や行

政で構成する「宇都宮観光推進委

員会」を中心として，より一層取

り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ Ｂ 

みや遺産や宇都宮ブランド農

産物，まちなみ景観，うつのみや

泉水など，多様な地域資源を連携

させた魅力発信が必要であり，そ

のためには，関係部局間の情報共

有や連携が必須である。 

宇都宮の暮らしや文化には，内

外に誇る様々な魅力が根付いて

おり，御意見のとおり，公民を問

わず，それらを有機的に連携させ

たプロモーションがこれまで以

上に求められております。 

 こうしたことから，本ビジョン

におきましては，公民の様々な主

体がそれぞれの強みを生かし，連

携しながら取り組む「「オール宇

都宮」による取組の強化」を基本

的な方向性の一つに位置付けて

いるところであり，新年度，市に

新設する「魅力創造部」を旗振り

役として，更なる連携強化に取り

組んでまいります。 

４ Ｂ 

餃子や大谷石文化，プロスポー

ツ，ライトラインなど，本市は現

在でも高いブランド力を誇るこ

とから，そのような都市の魅力を

本市に縁のある著名人を起用し

ながら，より強力にＰＲしてほし

い。 

 今後のブランド戦略におきま

しては，公民の様々な主体がそれ

ぞれの強みを生かしながら，魅力

の磨き上げや発信を行うことが，

これまで以上に求められます。 

こうしたことから，本ビジョン

におきましては，「「オール宇都

宮」による取組の強化」を基本的

な方向性の一つに位置付けてい

るところであり，御意見いただい

た発信力のある本市のゆかりの

著名人の活用なども含め，より効

果的なシティプロモーションを

検討・実施してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ Ｂ 

市外向けのブランドイメージ

の向上も必要だと感じるが，自治

体の使命としては，市民満足度の

向上が先決だと感じる。 

市民満足度が向上することで，

市民が宇都宮に「誇り」や「愛着」

を持ち，市外向けに積極的にＰＲ

してくれ，メディアなども取り上

げるなどの相乗効果が生まれる

と考えることから，例えば，小学

生や中学生の制服購入費などを

助成するなど，市民の生活に直結

した施策を今後，より一層検討・

展開してもらいたい。 

そのような施策も宇都宮のブ

ランド力を高めるのではないか

と考える。 

今後のブランド戦略には，アウ

ターブランディングとして対外

的な認知拡大を図ることと併せ

て，将来を見据えたまちづくりを

着実に進め，市民満足を高めるこ

とで，「シビックプライド」の醸

成・拡大を図るインナーブランデ

ィングに両輪で取り組むことが，

これまで以上に求められます。 

こうしたことから，本ビジョン

におきましては，「まちづくりと

プロモーションの連携強化」を基

本的な方向性の一つに位置付け

ているところであり，今後も，い

ただいた御意見などを踏まえな

がら，民間ランキングで常に上位

に位置する充実した子育て環境

をはじめ，市民の暮らしやニーズ

の変化を捉えた施策の充実・強化

に取り組むことと併せて，それを

市民の方に実感していただく効

果的なプロモーションにも取り

組み，「シビックプライド」の醸

成・拡大を図ってまいります。 

６ Ｅ 

行政と企業，商店等が連携し，

商品等のブランド化を図るため，

「MIYA YUKAI 自慢 AWARD」認定

制度を導入し，賞を授与してはど

うか。 

それを受賞者が自慢すること

で，宇都宮の魅力度アップにつな

がるのではないか。 

御意見のとおり，今後のブラン

ド戦略におきましては，新たな地

域資源の発掘・磨き上げや効果的

な情報発信が，ますます重要にな

ってまいります。 

こうしたことから，都市ブラン

ドに係る公民の様々な取組の情

報収集や支援ニーズ等の把握に

努め，いただいた御意見なども踏

まえながら，新たな魅力の発掘・

磨き上げや情報発信の強化に向

け，具体的な事業の検討を進めて

まいります。 

 

 

 

 



７ Ｅ 

「お試し宇都宮市民体験」とし

て，移住希望者が一定期間，市内

の住宅にお試し居住体験ができ

る制度を導入してはどうか。 

制度の導入に当たっては，市内

の餃子店やスポーツ観戦で利用

できるチケットの提供や，専門の

コンシェルジュによる相談体制

を整えることなどにより，更なる

移住促進が期待できるのではな

いか。 

本市におきましては，これまで

のブランドプロモーションや移

住促進の様々な取組を通じて，令

和４年度の移住相談者数が前年

度約３倍，実際の移住世帯数は同

じく約２倍に飛躍的に増加して

おります。 

こうした中，本市の移住促進に

向けた主要な事業の一つであり

ます「みや暮らし体験」事業につ

きましては，多様なニーズに対応

した日帰りから２泊３日までの

メニューを用意し，移住を検討す

る方に，本市を実際に訪れ，暮ら

しを体験していただきながら，常

設窓口「ｍｉｙａ
ミ ヤ

 ｃｏｍｅ
カ ム

」の

専門相談員による移住相談のほ

か，プロスポーツ観戦や餃子・ジ

ャズなどの本市が誇る魅力的な

コンテンツを体験していただく

ことで，移住の後押しを図ってお

ります。 

今後も，いただいた御意見など

を踏まえ，参加者のニーズを捉え

たより魅力的な体験機会を提供

できるよう，検討してまいりま

す。 

８ Ｅ 

移住定住にも力を入れている

ところを拝見しており，引き続

き，住みやすいまちをアピールし

てほしい。 

本市におきましては，これまで

のブランドプロモーションや移

住促進の様々な取組を通じて，令

和４年度の移住相談者数が前年

度約３倍，実際の移住世帯数は同

じく約２倍に飛躍的に増加して

おります。 

今後も，いただいた御意見など

を踏まえ，民間ランキングで常に

上位に位置する充実した子育て

環境をはじめ，本市の暮らしやす

さを効果的にＰＲし，移住定住を

より一層推進してまいります。 

 



９ Ｅ 

ライトライン，電車，バス等の

公共交通の連携による利便性の

更なる向上やまちの更なる発展

が進んでいくことを期待する。 

人口減少，少子・高齢化が進行

する中，「人や企業に選ばれるま

ち」の実現に向けては，御意見の

とおり，公共交通の充実が，ます

ます重要になってまいります。 

こうしたことから，本市におき

ましては，「子どもから高齢者ま

で誰もが安心・安全に暮らせるま

ち」を目指し，ライトラインをは

じめ，鉄道やバス，地域内交通な

どの階層性がある利便性の高い

公共交通ネットワークの構築に

取り組んでいるところであり，更

にその取組を市内外に発信する

ことで，市への「認知」や「信頼」，

「愛着」の拡大を図ってまいりま

す。 

１０ Ｅ 

大規模な商業施設の誘致に更

に力を入れていただきたい。人気

の商業施設が立地することで，本

市の魅力が更に高まり，人の来訪

も期待でき，地域の活性化にもつ

ながると考える。 

 人口減少，少子・高齢化が進行

する中，「持続的に発展できるま

ち」の実現に向けては，地域の実

情を捉え，教育や福祉，商業施設

など，将来を見据えて必要な都市

機能を確保していくことが，ます

ます重要になってまいります。 

こうしたことから，本市におき

ましては，各地域の特性などを十

分に踏まえながら，必要な都市機

能の立地誘導や活力ある市街地

形成を進めているところであり，

今後とも，いただいた御意見も踏

まえながら，魅力あるまちづくり

と，地域の特性や資源を生かした

効果的なプロモーションに両輪

で取り組んでまいります。  

 

 

 

 

 

 

 



１１ Ｅ 

「スポーツのまちづくり」につ

いて，スポーツ少年団をきっかけ

として，小さな子どもを持つ家庭

のスポーツへの関心が高まるの

ではないか。そのようなことを踏

まえ，より入団しやすくするため

にも入団に当たっての保護者の

負担軽減のための支援制度が必

要と考える。 

今後のブランド戦略におきま

しては，将来を見据えたまちづく

りを着実に進めることと併せて，

その取組を効果的にＰＲするこ

とで，市のブランド力を高め，市

内外からの「認知」や「信頼」，「愛

着」の拡大を図っていくことがま

すます重要になってまいります。 

こうしたことから，本ビジョン

におきましては，「まちづくりと

プロモーションの連携強化」を基

本的な方向性の一つに位置付け

ているところであり，今後も，い

ただいた御意見なども踏まえな

がら，市民の暮らしやニーズの変

化を捉えた全国に誇れる施策の

充実・強化により一層取り組むこ

とと併せて，それを市内外の方に

認知していただく効果的なプロ

モーションにも取り組み，市のブ

ランド力の更なる向上を図って

まいります。 

１２ Ｅ 

保育園や小学校の給食料無償

化など，子育て・教育に対する支

援の充実やそれらのＰＲ強化を

期待する。 

 


